
―議会だより号外1 

こおりまちこおりまち

号外号外
　

去
る
八
月
五
日
、
平
成
二
十

二
年
第
九
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、「
平
成
二
十

二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）」
一
件
で
、
株
式
会

社
安
細
組
か
ら
町
に
対
す
る
損

害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
の
判
決

が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
う
弁
護

士
へ
の
報
酬
金
と
議
員
辞
職
に

伴
う
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を

執
行
す
る
た
め
の
経
費
を
増
額

補
正
す
る
も
の
で
し
た
が
、
反

対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
損
害
賠
償
請
求
裁

判
及
び
政
治
責
任
明
確
化
に
関

す
る
決
議
」
の
動
議
が
日
程
に

追
加
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
補
正
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
す
。

【
歳　

入
】

◇

地
方
交
付
税

六
百
四
十
九
万
四
千
円

【
歳　

出
】

◆

一
般
管
理
費五

百
二
十
一
万
円

◆

議
会
議
員
選
挙
費

百
二
十
八
万
四
千
円

一　

審
（
福
島
地
方
裁
判
所
）

　

請
求
棄
却

◯

 

資
格
審
査
委
員
会
に
お
け
る

旧
評
点
テ
ー
ブ
ル
適
用
に
つ

い
て

　

経
営
事
項
審
査
制
度
の
改
正

の
都
度
、
即
時
、
こ
れ
に
対
応

し
て
地
方
公
共
団
体
の
資
格
審

査
基
準
を
改
正
し
な
か
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
が
違
法
と

な
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
こ
れ
に
対
応
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
は
、
各
地
方

公
共
団
体
の
実
情
を
踏
ま
え
て

合
理
的
な
裁
量
の
余
地
が
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
町
が
、
平
成
十

五
・
十
六
年
度
の
資
格
審
査
に

お
い
て
、
新
評
点
テ
ー
ブ
ル
を

用
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
こ
と
が
、
直
ち
に
、
国
家

賠
償
法
上
、
違
法
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

控
訴
審

（
仙
台
高
等
裁
判
所
）

　

控
訴
棄
却

◯

 

資
格
審
査
委
員
会
に
お
け
る

旧
評
点
テ
ー
ブ
ル
適
用
に
つ

い
て

　

町
は
、
本
件
告
示
及
び
そ
れ

と
一
定
を
な
す
評
点
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
て
は
、
そ
の
改
正
の
動

向
に
つ
い
て
平
素
か
ら
情
報
を

収
集
し
た
上
、
こ
れ
が
改
正
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
後
に
開

催
さ
れ
る
資
格
審
査
委
員
会
に

お
い
て
は
、
改
正
後
の
新
た
な

基
準
の
例
に
よ
っ
て
指
名
競
争

入
札
参
加
者
の
資
格
及
び
格
付

け
を
行
う
べ
き
義
務
を
負
っ
て

い
た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
平
成
十
四
年

七
月
一
日
か
ら
は
新
評
点
テ
ー

ブ
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
一
年
近

く
も
経
過
し
た
平
成
十
五
年
六

月
九
日
の
資
格
審
査
委
員
会
の

開
催
時
に
お
い
て
、平
成
十
五
・

十
六
年
度
の
指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
を
審
査
す
る
当
た
り
、

町
が
新
評
点
テ
ー
ブ
ル
で
は
な

く
、
旧
評
点
テ
ー
ブ
ル
に
基
づ

◯

基
本
的
考
え
方

　

本
件
事
務
の
一
部
に
つ
い
て

違
法
性
と
担
当
者
の
過
失
が
認

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
事

務
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
し
厳

正
に
対
処
す
る
。

◯

関
係
者
に
対
す
る
処
分
等

一
、
事
実
関
係
等

　

国
土
交
通
省
告
示
に
よ
る
評

点
テ
ー
ブ
ル
の
改
正
を
把
握
せ

ず
、
旧
評
点
テ
ー
ブ
ル
を
使

用
し
た
入
札
参
加
資
格
審
査

を
行
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
控
訴
審
判
決
を
踏
ま
え
る

と
、
事
務
の
適
正
を
欠
く
行
為

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
処
分
等
の
決
定
基
準

　

「
道
路
交
通
法
違
反
に
係
る

職
員
の
懲
戒
処
分
等
の
基
準
」

や
県
等
の
例
を
踏
ま
え
、「
故

意
又
は
重
過
失
の
有
無
」
及
び

「
損
害
の
程
度
」
を
基
準
と
し

て
、
処
分
等
の
内
容
を
決
定
す

る
。

三
、
検　

討

⑴
故
意
又
は
重
過
失
の
有
無

　

当
時
の
担
当
者
及
び
上
司
に

故
意
又
は
重
過
失
は
認
め
ら
れ

な
い
。

⑵
損
害
の
程
度

　

損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

な
お
、
町
が
支
出
し
た
訴
訟

関
連
費
用
は
、
適
正
な
手
続
き

を
経
て
支
出
さ
れ
る
行
政
経
費

で
あ
り
、「
損
害
」
に
は
該
当

し
な
い
。

⑶
そ
の
他
の
事
情
等

　

県
か
ら
の
改
正
周
知
通
知
が

本
件
に
係
る
改
正
か
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
、
そ
の
点
を
担
当

者
が
十
分
知
り
得
る
環
境
に
な

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、「
一
挙
手
一
投
足
を
惜
し

ん
だ
結
果
、
旧
評
点
テ
ー
ブ
ル

に
基
づ
く
違
法
な
審
査
、
格
付

け
を
行
っ
た
」
と
い
う
に
は
酷

な
事
情
が
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
事
を
踏
ま
え
、
以
下

の
と
お
り
と
す
る
。

・ 

当
時
の
担
当
者
を
口
頭
訓
告

と
す
る
。

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
判
決
経
過

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
判
決

確
定
に
伴
う
町
の
対
応

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

く
資
格
審
査
基
準
を
適
用
し
て

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
の
認

定
及
び
格
付
け
を
行
っ
た
こ
と

は
、
国
家
賠
償
法
上
、
違
法
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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半
澤　
　

高
議員

反対

　

残
念
な
が
ら
本
議
案
に
反
対

の
態
度
を
取
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
補
正
予
算
に
は
㈱
安
細
組

か
ら
起
こ
さ
れ
た
訴
訟
の
弁
護

士
報
酬
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
『
勝
訴
』
と
い
う
点
か
ら
の

み
判
断
す
れ
ば
支
払
っ
て
当
然

の
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
判
決
文
の
中
で
指

摘
さ
れ
た
「
国
家
賠
償
法
上
違

法
で
あ
る
」
と
し
た
点
、
そ
も

そ
も
今
回
の
訴
訟
の
原
点
は
町

の
事
務
執
行
上
の
問
題
点
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

当
時
の
町
長
は
林
王
町
長
で

あ
り
監
督
者
と
し
て
の
責
任
は

重
大
で
あ
る
。

　

町
長
の
責
任
の
取
り
方
は
、

現
時
点
に
お
い
て
町
民
に
納
得

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
再
発
防
止
策
も
満

足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

討　

論

・ 
当
時
の
チ
ー
ム
主
任
は
、
組
織

体
制
上
及
び
事
務
の
実
態
上
、

監
督
責
任
を
負
わ
せ
る
立
場

に
な
い
た
め
不
問
と
す
る
。

・ 

管
理
監
督
責
任
が
あ
る
当
時

の
所
属
長
は
、
退
職
し
て
い

る
た
め
不
問
と
す
る
。

・ 

当
時
の
資
格
審
査
委
員
会
委

員
は
、
本
件
事
務
に
係
る
管

理
監
督
責
任
を
直
接
負
う
も

の
で
な
く
、
ま
た
全
員
退
職

し
て
い
る
た
め
不
問
と
す
る
。

◯

 

町
長
の
指
揮
監
督
責
任
に
つ

い
て

　

以
下
の
点
か
ら
、
町
長
の
責

任
は
、
再
発
防
止
に
万
全
を
期

す
こ
と
と
考
え
る
。

・ 

訓
告
に
係
る
事
務
内
容
は
単

発
の
事
務
的
な
過
ち
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
（
組
織
風

土
に
起
因
し
た
り
長
期
に
わ

た
る
過
ち
で
は
な
い
こ
と
）

・ 

原
告
を
含
め
て
町
又
は
町
民

に
対
す
る
損
害
は
生
じ
て
い

な
い
こ
と
（
重
大
な
結
果
を

招
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
）

・ 

確
定
判
決
自
体
は
全
面
勝
訴

で
あ
る
こ
と

・ 

以
上
か
ら
本
件
が
町
政
及
び

公
務
員
に
対
す
る
信
用
失
墜

に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

こ
と

一般会計補正予算（第４号）

で否決7５賛成 反対

片
平　

秀
雄
議員

賛成

　

約
三
年
間
に
及
ぶ
「
損
害
賠

償
請
求
裁
判
」
は
、
福
島
地
方

裁
判
所
及
び
仙
台
高
等
裁
判
所

に
お
い
て
、
争
点
も
明
ら
か
に

さ
れ
、
原
告
の
主
張
は
認
め
ら

れ
ず
被
告
で
あ
る
町
側
が
全
面

勝
訴
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
「
損
害
賠
償

請
求
裁
判
」
が
結
審
さ
れ
た
事

に
対
し
速
や
か
に
弁
護
士
に
対

し
報
酬
金
を
支
払
う
べ
き
と
考

え
補
正
予
算
に
対
し
賛
成
致
し

ま
す
。

斎
藤　

松
夫
議員

反対

　

損
害
賠
償
請
求
裁
判
に
お
け

る
桑
折
町
代
理
人
た
る
弁
護
士

の
委
託
料
の
支
払
は
当
然
の
こ

と
と
考
え
る
。
し
か
し
次
の
理

由
に
よ
り
こ
の
補
正
予
算
案
に

賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

①
裁
判
の
結
果
、
仙
台
高
裁
よ

り
桑
折
町
の
入
札
資
格
審
査
及

び
等
級
格
付
け
に
「
国
家
賠
償

法
上
違
法
な
事
務
」
が
指
摘
さ

れ
た
。

　

地
方
自
治
法
は
地
方
自
治
体

が
法
令
に
違
反
し
て
そ
の
事
務

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め

て
い
る
。
よ
っ
て
違
法
な
事
務

を「
町
長
の
裁
量
権
の
範
囲
内
」

と
し
て
行
い
、
且
つ
主
張
し
た

こ
の
よ
う
な
不
名
誉
な
判
決
を

受
け
た
林
王
町
長
の
政
治
責
任

を
明
確
に
す
る
こ
と
こ
そ
先
決

で
あ
る
。
本
補
正
予
算
案
は
そ

の
後
に
提
出
さ
れ
た
い
。

佐
藤　

榮
三
議員

賛成

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
事
件
は
町
が
全

面
勝
訴
で
結
審
し
た
も
の
で
弁

護
士
へ
の
成
功
報
酬
支
払
い
は

早
々
に
行
う
べ
き
と
思
い
賛
成

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

羽
根
田
八
千
代
議員

賛成

　

こ
の
度
の
補
正
の
一
つ
は
、

九
千
五
百
万
余
の
損
害
賠
償
請

求
に
対
し
て
争
う
べ
き
…
と
し

て
始
ま
っ
た
裁
判
成
功
報
酬
費

で
あ
り
、
裁
判
の
経
過
及
び
背

景
は
逐
次
説
明
さ
れ
、
議
論
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
結

審
し
た
今
、
そ
の
費
用
を
支
払

う
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
裁
判

を
契
機
に
さ
ら
に
適
正
な
事
務

遂
行
に
努
め
ら
れ
、
町
民
の
負

託
に
こ
た
え
信
頼
関
係
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。
二
つ

は
、
間
も
な
く
行
わ
れ
る
町
議

会
補
欠
選
挙
の
為
の
か
か
る
経

費
も
必
要
経
費
と
考
え
、
賛
成

す
る
も
の
で
す
。

議
案
審
議
結
果

羽
根
田　

八
千
代　

議
員

片　

平　

秀　

雄　

議
員

佐　

藤　

榮　

三　

議
員

川　

名　

　

子　

議
員

平　

井　

國　

雄　

議
員

斉　

藤　
　
　

謙　

議
員

原　
　
　

賢　

志　

議
員

半　

澤　
　
　

高　

議
員

平　

井　

光　

一　

議
員

相　

原　

京　

子　

議
員

斎　

藤　

松　

夫　

議
員

松　

山　

善　

二　

議
員

賛　

成

反　

対
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損害賠償請求裁判及び
　　　政治責任明確化に関する決議

で可決7 ５賛成 反対

　去る６月 30日、損害賠償請求裁判について仙台高裁より判決が下され、確定判

決となった。判決は控訴人安細組の桑折町に対する損害賠償請求はこれを棄却する

一方、重要な争点となった平成 15・16 年度入札資格審査における等級別格付行為

の違法性については、桑折町が「旧評点テーブルに基づく資格審査基準を適用し指

名競争入札参加資格の認定及び格付を行ったことは、国家賠償法上違法であるとい

わざるを得ない」との判断を下した。

　地方自治法第２条では「地方公共団体は法令に違反してその事務を処理してはな

らない」とし且つ、「前項の規定に違反して行った地方自治体の行為はこれを無効

とする」としている。また桑折町長等政治倫理条例は「法の遵守」や「倫理性の自

覚、高潔性の実証」をうたい、政治倫理に反する事実があるときはその責任を明ら

かにしなければならないとしている。

　林王町長は桑折町が国家賠償法上違法な事務を執行したことについて、その非を

認めるのではなく、それを町長裁量権の範囲内であるとして適法との態度をとって

きた。このことの政治責任は重大で、地方自治法並びに自ら制定した政治倫理条例

の精神と相容れないものである。

　そのうえ今般、自らの政治責任を明確にすることなく、桑折町代理人に対する成

功報酬予算計上の一般会計補正予算案の議会提出におよんだことは甚だ遺憾である。

　かかる事態は行政の基本を揺るがすものであり、議会としてこれを認めることは

できない。よって林王町長は違法な事務を執行し且つこれを合理化してきたことを、

関係者はもちろん、町民に対し謝罪し、自らの政治責任を明確にすることを求める

ものである。

　以上決議する。

　　平成 22年８月５日

桑　折　町　議　会

損害賠償請求裁判及び政治責任明確化に関する決議
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片
平　

秀
雄
議員

反対

　

こ
の
裁
判
は
「
意
趣
返
し
の

恣
意
的
な
不
当
・
不
法
な
行
為

に
よ
り
原
告
に
損
害
を
与
え

た
」
と
し
て
の
裁
判
で
あ
り
ま

す
。
福
島
地
裁
及
び
仙
台
高
裁

に
て
争
点
も
明
ら
か
に
さ
れ
町

の
全
面
勝
訴
と
な
り
ま
し
た
。

仙
台
高
裁
判
決
文
の
一
部
に
事

務
ミ
ス
指
摘
が
あ
っ
た
事
は
残

念
で
あ
り
ま
す
が
、
裁
判
が
起

こ
さ
れ
た
要
因
に
繋
が
る
と
は

謳
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は

事
務
執
行
を
見
直
し
、
再
発
防

止
等
徹
底
的
に
検
証
し
町
民
に

不
信
や
誤
解
を
与
え
な
い
よ
う

事
務
体
制
強
化
を
求
め
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

討　

論
原　
　

賢
志
議員

賛成

　

こ
れ
ま
で
争
わ
れ
て
き
た
損

害
賠
償
請
求
裁
判
に
お
い
て
町

長
は
、
旧
評
点
テ
ー
ブ
ル
を
適

用
す
る
こ
と
は
町
長
の
裁
量
権

の
範
囲
内
で
あ
り
、
適
法
で
あ

る
と
し
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
控
訴
審
確

定
判
決
は
、
今
回
の
事
務
は
国

家
賠
償
法
上
違
法
な
事
務
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
こ
の
指

摘
に
対
し
町
長
は
、
一
担
当
者

を
処
分
し
た
だ
け
で
、
自
ら
の

政
治
責
任
を
明
確
に
し
て
い
な

い
。

　

今
後
こ
の
様
な
、
法
に
抵
触

す
る
事
務
が
行
わ
れ
な
い
よ
う

自
ら
の
政
治
責
任
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

賛
成
す
る
。

　

こ
の
裁
判
の
原
点
は
、
町
の

意
図
的
な
行
為
や
原
告
に
対
す

る
意
趣
返
し
の
恣
意
的
な
不
当
、

不
法
に
よ
る
損
害
賠
償
が
請
求

さ
れ
た
も
の
で
す
。
福
島
地
裁

の
判
断
は
、
違
法
性
は
な
く
損

害
も
与
え
て
い
な
い
と
し
て
町

が
全
面
勝
訴
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
勝
訴
し
た
と
は
い
え
仙

台
高
裁
か
ら
指
摘
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け
止
め
、

す
で
に
対
処
さ
れ
た
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
勝
訴
し
た
事

件
に
対
し
て
責
任
の
明
確
化
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
が

で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
動
揺
を
与
え
る
こ

川
名　

子
議員

反対

と
か
ら
、
こ
の
損
害
賠
償
請
求

裁
判
及
び
政
治
責
任
明
確
化
に

関
す
る
決
議
に
は
反
対
致
し
ま

す
。

相
原　

京
子
議員

賛成

　

裁
判
は
町
が
勝
ち
結
審
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
判
決
理

由
の
一
部
に
お
い
て
、「
国
家

賠
償
法
上
違
法
で
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
、
事
務
の

在
り
方
が
厳
し
く
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
責
任
は
、
首

長
の
林
王
町
長
に
あ
る
こ
と
は

明
白
で
す
。

　

本
臨
時
会
の
提
案
理
由
の
な

か
に
、「
当
該
事
務
は
適
正
を

欠
い
た
の
で
お
詫
び
す
る
」
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
補
正
予
算

質
疑
に
お
け
る
町
長
の
答
弁

は
、
責
任
の
所
在
を
あ
い
ま
い

に
し
た
ま
ま
終
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
町
民
の
町
長
に

対
す
る
信
頼
を
裏
切
る
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
本
決
議
に
賛

成
し
ま
す
。

議
案
審
議
結
果
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